
　
平
成
19
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
審
議
す
る
町
議
会
９

月
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
19
議
案
す
べ
て
が
原
案

の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
の
内
容
と
町
の
主
要
事

業
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

����

　
第
６
回
町
議
会
定
例
会
が
９

月
４
日
（
木
）
か
ら
16
日
（
火
）

ま
で
の
13
日
間
の
日
程
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
９
月
定

例
会
で
は
19
年
度
各
会
計
の
決

算
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
会

計
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
は
右
下

の
表
の
と
お
り
で
、
詳
細
は
、

広
報
か
が
み
い
し
11
月
号
で
一

般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

　
そ
の
他
、
全
国
一
斉
に
始
ま

っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
、

ふ
る
さ
と
鏡
石
あ
り
が
と
う
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
各
会
計
補

正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
町

消
防
団
屯
所
新
築
に
関
す
る
経
費
、

一
小
校
舎
耐
震
診
断
業
務
委
託

料
な
ど
で
す
。�

���

　
中
西
勉
監
査
委
員
が
都
合
に

よ
り
退
任
さ
れ
た
た
め
、
根
本

次
男
さ
ん
（
中
町
）
が
新
た
に

監
査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
遠
藤
栄
一
さ
ん（
中
町
）、

常
松
誠
さ
ん
（
岡
ノ
内
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
根
本
さ
ん
の

任
期
は
、
平
成
20
年
10
月
１
日

か
ら
４
年
間
、
遠
藤
さ
ん
、
常

松
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
20
年

10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。�

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
、
吉
田
栄
新
さ
ん
（
成
田
）

が
再
任
さ
れ
、
稲
田
耕
筰
委
員

が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
常
松
ゆ
か
り

さ
ん
（
岡
ノ
内
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
、

常
松
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
20

年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。�

�

　
国
は
、
総
合
経
済
対
策
の
一

環
と
し
て
全
国
の
主
な
高
速
道

路
で
の
２
種
類
の
料
金
割
引
き

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
割
引
は
、

自
動
車
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｔ
Ｃ
）
の
利
用
者
を
対
象
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
。�

　
ま
ず
、
深
夜
割
引
が
、
平
日

の
午
後
10
時
か
ら
午
前
零
時
ま

で
が
３
割
引
と
な
り
、
対
象
時

間
は
出
口
料
金
所
通
過
時
間
と

な
り
ま
す
。�

　
次
に
、
休
日
昼
間
割
引
が
、

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
が
普
通
車
以

下
を
対
象
に
５
割
引
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
利
用
距
離
は
１

０
０
　
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
象
時
間
は
、
入
口
ま

た
は
出
口
料
金
所
の
通
過
時
間

と
な
り
ま
す
。�

　
今
回
の
料
金
割
引
で
、
鏡
石

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
那
須
Ｉ
Ｃ

ま
で
を
利
用
し
た
場
合
、
通
常

料
金
１，

２
５
０
円
の
と
こ
ろ
、

休
日
昼
間
割
引
を
利
用
す
る
と
、

５
割
引
の
６
５
０
円
で
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
お
得
な
割
引
は
上
手
に
使
う

と
生
活
費
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　
町
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

協
議
会
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器

の
購
入
、
設
置
、
取
付
け
費
用
に

対
す
る
５，

０
０
０
円
を
上
限

と
し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
を
取
り
付
け
て
、
割
引

制
度
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�
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今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
火

災
が
多
発
し
、
火
災
に
よ
る
死

傷
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
「
火
気
」
に
対
す
る

正
し
い
取
扱
い
を
身
に
付
け
、

住
宅
火
災
の
要
因
で
あ
る
「
つ

い
　
う
っ
か
り
」
を
無
く
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

�

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住

宅
火
災
の
防
止
対
策
と
し
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
18

年
６
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
に
は
、
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
警
報
器
を
設
置
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
寝
室
や

階
段
に
は
、
煙
式
の
も
の
を
天

井
ま
た
は
壁
に
、
台
所
に
は
熱

式
の
も
の
を
設
置
す
る
の
が
有

効
で
す
。
早
め
に
設
置
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

�

　
ま
た
、
最
近
、
悪
質
な
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
消
防
署
で
警
報
器
を
斡

旋
、
販
売
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
先

�

　
須
賀
川
消
防
署
鏡
石
分
署

�
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消
防
署
で
は
、
消
火
器
の

腐
食
や
錆
の
発
生
し
た
消
火

器
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
次
の
日
程
で
ご
家

庭
の
消
火
器
の
無
料
点
検
と

老
朽
化
消
火
器
の
有
料
回
収

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

◎
日
時
　
11
月
９
日
（
日
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
12
時

�

◎
場
所
　
須
賀
川
消
防
署
、

　
石
川
消
防
署

�

◎
処
分
料
　
一
律
１，
０
０
０

　
円
（
点
検
の
み
は
無
料
）

�

◎
問
い
合
わ
せ
先

�

　
須
賀
川
消
防
署
鏡
石
分
署
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　町
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
る
と
と

も
に
、
提
出
い
た
し
ま
し
た
議

案
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

�

　
今
年
度
の
主
要
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
８
月
末
現
在
で
総
利

用
台
数
16
万
台
を
超
え
た
鏡
石

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
今
後
も
恒
久
化
に
向
け
て
台

数
増
加
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
な
ら
び
に

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
生

き
が
い
を
持
ち
、
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
、
介
護
予
防
や
生
活
支
援

の
た
め
の
教
室
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

�

　
中
国
四
川
省
の
大
地
震
に
よ
る

大
惨
事
を
受
け
た
改
正
法
が
国
会

で
成
立
し
、
大
規
模
地
震
に
よ
る

倒
壊
等
の
危
険
性
の
高
い
施
設
の

早
期
の
耐
震
化
が
必
要
と
さ
れ
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
第
一
小
学
校
校

舎
耐
震
診
断
業
務
に
係
る
委
託
費

を
本
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

�

　
次
に
平
成
19
年
度
決
算
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

�

　
第
４
次
総
合
計
画
の
５
つ
の
柱

を
基
軸
に
、
各
種
事
業
の
重
点
的

か
つ
効
果
的
な
事
業
の
執
行
に
努
め
、

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
41

億
５
５
２
万
円
（
前
年
比
５
・
８

％
減
）、
歳
出
40
億
４，
６
３
６
万

円
（
前
年
比
５
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

�

　
歳
入
面
で
は
、
国
か
ら
の
税
源

移
譲
と
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
る

個
人
町
民
税
が
伸
び
た
一
方
、
国

か
ら
の
各
種
交
付
金
等
の
大
幅
な

減
額
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
、
適
正
な
起
債
枠
を
確

保
し
な
が
ら
、
基
金
取
り
崩
し
な

ど
の
措
置
に
よ
る
財
源
を
確
保
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

�

　
歳
出
面
で
は
、
道
路
整
備
、
町

制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
を
始
め

と
し
た
各
種
記
念
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

�

　
平
成
19
年
度
末
に
お
け
る
普
通

会
計
の
起
債
残
高
は
、
60
億
５，

５
７
４
万
４
千
円
と
な
り
、
前
年

比
３
億
３，
４
７
７
万
７
千
円
の

減
額
と
年
々
減
少
し
て
お
り
、
さ

ら
に
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

常松ゆかりさん� 根本次男さん�

町
長
説
明
要
旨

�

消
火
器
の
無
料
点
検
と

老
朽
化
消
火
器
の
有
料

回
収
を
し
ま
す

�

平成19年度各会計決算状況�
単位：千円�

会計区分� 歳入�

一 般 会 計 �

国民健康保険特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

土地取得事業特別会計�

工業団地事業特別会計�

鏡石駅東第1土地区画整理事業特別会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

育英資金貸付費特別会計�

　 小 計 　 �

�

�

　�

　 合 計 　 �

4,105,526�

1,311,096�

978,490�

575,024�

3,284�

80,549�

65,124�

467,383�

63,673�

11,178�

7,661,327�

230,670�

39,250�

269,920�

7,931,247

歳出�

4,046,366�

1,257,089�

978,486�

544,593�

3,267�

78,774�

63,804�

460,180�

61,830�

10,682�

7,505,071�

207,330�

136,145�

343,475�

7,848,546

収 益 的 �

資 本 的 �

　 計 　 �

上 水 道�
事業会計

�
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秋季全国火災予防運動�

消
火
器

�


